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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信信号に変換する受信部と、
　前記受信信号の包絡線信号を生成し、前記包絡線信号と前記受信信号との比を演算する
ことで規格化信号を生成する規格化部と、
　前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを生成する処理部と、
　を有することを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項２】
　前記規格化部は、前記受信信号を前記包絡線信号で割ることにより、前記規格化信号を
生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項３】
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信信号に変換する受信部と、
　前記受信信号に対してヒルベルト変換を行うことでヒルベルト変換信号を生成し、前記
受信信号を実部、前記ヒルベルト変換信号を虚部とする複素信号の絶対値と、前記受信信
号と、の比を演算することで規格化信号を生成する規格化部と、
　前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを生成する処理部と、
　を有することを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項４】
　前記規格化部は、前記受信信号を前記複素信号の絶対値で割ることにより、前記規格化
信号を生成する
　ことを特徴とする請求項３に記載の被検体情報取得装置。
【請求項５】
　アナログ信号である前記受信信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換部をさらに有し、
　前記規格化部は、前記デジタル信号に対して離散フーリエ変換を行うことにより、周波
数信号を生成し、前記周波数信号の正周波数に対応する値に－ｉを乗じ、前記周波数信号
の負周波数に対応する値にｉを乗ずることによって、補正後の周波数信号を生成し、前記
補正後の周波数信号に対して逆フーリエ変換を行うことで、前記ヒルベルト変換信号を生
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成する
　ことを特徴とする請求項３または４に記載の被検体情報取得装置。
【請求項６】
　前記処理部は、前記規格化信号に画像形成アルゴリズムを適用することにより、前記第
１の画像データを生成する
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項７】
　前記処理部は、
　　前記受信信号に基づいて、第２の画像データを生成し、
　　前記第１の画像データを用いて前記第２の画像データを補正することにより、前記第
３の画像データを生成する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項８】
　前記処理部は、
　　前記受信信号に基づいて、第２の画像データを生成し、
　　前記第１の画像データに基づいて、前記第２の画像データを補正するための係数を生
成し、
　　前記第２の画像データを、前記係数を用いて補正することにより、第３の画像データ
を生成する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項９】
　前記処理部は、前記第１の画像データによって表された各単位領域における値を比較す
ることで前記第１の画像データの最大値を求め、また、前記第１の画像データの単位領域
それぞれにおける値を前記最大値で割ることで、前記係数を生成する
　ことを特徴とする請求項８に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１０】
　前記処理部は、前記第１の画像データによって表された単位領域における値を、前記最
大値により割った後にｎ乗（ｎは０以上の実数）することにより、前記係数を生成する
　ことを特徴とする請求項９に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１１】
　前記処理部は、前記第１の画像データによって表された単位領域における値が所定の閾
値以上である場合は、当該単位領域における前記係数を１とし、所定の閾値未満である場
合には、前記係数を０とする
　ことを特徴とする請求項８に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１２】
　前記処理部は、前記第２の画像データに前記係数を乗算することで、前記第３の画像デ
ータを生成する
　ことを特徴とする請求項８から１１のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１３】
　前記処理部は、前記受信信号に基づいて、第２の画像データを生成し、前記第１の画像
データの値が閾値よりも小さい領域に対応する、前記第２の画像データの領域を表示部に
表示させない
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１４】
　前記処理部は、前記受信信号に画像形成アルゴリズムを適用することにより、前記第２
の画像データを生成する
　ことを特徴とする請求項７から１３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１５】
　前記受信部は、複数の受信素子を含む
　ことを特徴とする請求項１から１４に記載の被検体情報取得装置。
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【請求項１６】
　前記被検体を保持する平行板をさらに含み、
　前記受信部は、前記平行板に沿って配置された複数の受信素子を含む
　ことを特徴とする請求項１から１４に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１７】
　前記処理部は、前記第１の画像データを表示部に表示させる
　ことを特徴とする請求項１から１６に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１８】
　アナログ信号としての前記受信信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換器を更に有する
　ことを特徴とする請求項１から１７のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１９】
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信することにより取得した受信信号の包
絡線信号を生成するステップと、
　前記包絡線信号と前記受信信号との比を演算することにより規格化信号を生成するステ
ップと、
　前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを生成するステップと、
　を含むことを特徴とする被検体情報取得方法。
【請求項２０】
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信することにより取得した受信信号に対
してヒルベルト変換を行うことで、ヒルベルト変換信号を生成するステップと、
　前記受信信号を実部、前記ヒルベルト変換信号を虚部とする複素信号の絶対値と、前記
受信信号と、の比を演算することにより規格化信号を生成するステップと、
　前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを生成するステップと、
　を有することを特徴とする被検体情報取得方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
  本発明は以下の構成を採用する。すなわち、
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信信号に変換する受信部と、前記受信信
号の包絡線信号を生成し、前記包絡線信号と前記受信信号との比を演算することで規格化
信号を生成する規格化部と、前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを生成する処
理部と、を有することを特徴とする被検体情報取得装置である。
  本発明はまた、以下の構成を採用する。すなわち、
　光が照射された被検体から発生する音響波を受信することにより取得した受信信号の包
絡線信号を生成するステップと、前記包絡線信号と前記受信信号との比を演算することに
より規格化信号を生成するステップと、前記規格化信号に基づいて、第１の画像データを
生成するステップと、を含むことを特徴とする被検体情報取得方法である。
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